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計学的解析 には,Mann-WhitneyU-testを 用い

た。

【結 果】1.三 次元 自己顔貌描画システムを構

築 した。

2.Ⅱ 級群 に対 し矯正歯科医群はポゴニオ ン,オ

トガイ唇溝最深点が統計学的 に前方位 を示 した

(p<0.05)。

【結 論】三次元 自己顔貌描画システムを構築す

ることにより,患 者と矯正歯科医 との問に理想の

顔貌に差があることが示唆された。
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【目 的】理想の三次元 自己顔貌 を簡便に描画す

るためのシステムを構築 し,臨 床への有用性 を検

証する。

【方 法】対象は下顎後方位を呈するⅡ級1類 成

人男性11名 とした。 また,シ ステム構築後 の比

較対照群 を,臨 床経験年数10年 以上の矯正歯科

医 とした。vivid910(KONICAMINOLTA)を 用

いて左右正面画像 を下顎5mm前 方位と咬頭嵌合

位で撮影後,そ れぞれの重ね合わせ画像 を基 に

Eye'sJapan株 式会社との共同で顔面変形用プロ

グラムへのデータ構築を行 った。 これにより,三

次元顔画像上の5点:Ls(上 唇点),Stm(ス トミ

オン),Li(下 唇点),Sb(オ トガイ唇溝),Pogs(軟

組織ポゴニオン)を 前後的に自由に動か し画像 を

変形 させることで描画す るシステムを構築 した。

この描画システムを使用 し,Ⅱ 級群には理想の自

己顔貌を,矯 正歯科医群にはすべてのⅡ級群画像

に対する理想の顔貌を描画 させた。両群間での統
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